
 

教育研究評議会（第２２９回）議事要旨 

 

 

 

Ⅰ．日  時  ２０２３年（令和５年）１月２４日（火）１３：００～１３：３０ 

 

Ⅱ．場  所  オンライン会議（Zoom） 

 

Ⅲ．出席者：林学長、大谷理事・事務局長、武田理事・副学長、犬飼理事、青山副学長、松隈副学長、 

中山副学長・附属図書館長、鈴木（義）大学院総合国際学研究科長・研究院長、 

川村大学院国際日本学研究院長・国際日本学部長、山口言語文化学部長、 

真島国際社会学部長、星アジア・アフリカ言語文化研所長、 

佐野大学院総合国際学研究院副研究院長、鈴木（智）大学院国際日本学研究院副研究院長、 

川上言語文化学部副学部長、大川国際社会学部副学部長、シートン国際日本学部副学部長、 

渡辺アジア・アフリカ言語文化研究所副所長 

（合計 18名） 

陪席者：渡部監事、桑原監事、他 

 

Ⅳ．資  料   

１． 教育研究評議会（第 228回）議事要旨（案） 

２． 国際共同教育設置要項（案） 

３． 2025年（令和 7年）度帰国生等特別推薦選抜における選抜方法等の一部変更について

（予告案） ほか 

４． 大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について 

 

○第 228回の教育研究評議会の議事内容について、資料１により、確認した。 

 

Ⅴ．議  題  

＜審議事項＞ 

１. 国際教育支援室の設置について 

青山副学長から、資料２に基づき、国際教育支援室の設置について説明があり、審議の結果、

これを承認した。 

 

２. 2025年度入学者選抜における予告について 

青山副学長から、資料３に基づき、2025年度入学者選抜における下記予告 3件について説明が

あり、審議の結果、これらを全て承認した。 

（１）2025年（令和 7年）度帰国生等特別推薦選抜における基礎資格の一部見直しについて 

（２）2025年（令和 7年）度大学入学者選抜における旧教育課程履修者に対する経過措置に 

ついて 

   （３）国内の高等学校等における国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの履修者の扱いに 

ついて 

 

３. 大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について 

松隈副学長から、資料４に基づき、大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について説

明があり、審議の結果、これらを全て承認した。 

 

【新規】（１）マルア大学（カメルーン共和国）：包括協定 

（２）ロス・アンデス大学（チリ）：学生交流覚書の追加覚書 

 



 

 【更新】（１）淡江大学（台湾）：包括協定、学生交流覚書 

（２）国立清華大学人文社会学院（台湾）：包括協定、学生交流覚書 

（３）ニコラウス・コペルニクス大学（ポーランド）：包括協定 

（４）ルーマニア文化院（ルーマニア）：包括協定（教員派遣） 

（５）シュヴェービッシュ・グミュント教育大学（ドイツ）：包括協定・学生交流覚書 

 

【修正】（１）国立研究大学高等経済学院（ロシア）：包括協定、学生交流覚書、GJOに関する覚書 

 

 【終了】（１）コーネル大学（米国）：包括協定 

 

以上 


